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水循環 

膜、紫外線を用いた水処理、最適な 
水システムの提案、オフグリッド 
地域を含め地域に見合った持続可能 
な安全な水供給、衛生環境の提案

資源循環 

マテリアルフローの算定、LCA, 
 GHG算定、コスト評価などで、 
食と廃棄物をはじめとした生活 
活動の資源循環を提案

エネルギー循環 

創エネ、省エネ、住まい方による 
運転・運用の最適化、オフグリッド 
地域におけるVirtual Power  
Plant(VPP)構築シナリオの構築

技術とマネジメントをパッケージとして 
アジア地域社会へ展開・実装

環境・エネルギー分野の 
研究開発と人材育成

同済大学（中国） 
サステイナブル建築・社会、
都市緑化、循環経済学

日越大学（ベトナム） 
環境技術分野

インド工科大学 
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環境・エネルギー分野

アジア各国の地域性を踏まえた、系内（オフグリッド地域、住宅、
都市や農村のコミュニティ、大学キャンパス）での、持続可能な
エネルギー、水、資源の循環を提案

ワンスルー型から 
循環型へ

16’ Program for Asia-Japan  Research Development 
共創分野

目的　Purpose 
アジア地域の住宅および建築物、コミュニティー、都市活動を対象に、「エネルギー循環」のみならず、「水循環」、「資
源循環」の3つの循環の視点から循環型社会形成に資するための、技術開発を行い、適正技術の検討と最適な資源・エネ
ルギー循環システムを提案し、さらには社会実装のための国内外の人材育成を行う。 

目標　Goal 
①アジア地域における持続可能かつ適用可能なエネルギー循環技術の開発とそのシステムを提案する。 
②アジア地域における持続可能かつ適用可能な水循環技術の開発とそのシステムを提案する。 
③アジア地域の都市活動ならびに生活活動における持続可能な資源循環システムを検討し提案する。 


